
企
業
誘
致

攻
め
の
農
業

農
業
改
善

環
境
問
題

ご
み
ゼ
ロ

下
水
道

水
道
事
業

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
フ
ル
化
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
企

業
活
動
の
利
便
性
向
上
が
見
込
め
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
積
極
的
に
企
業
を
誘

致
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
平
成
30
年

の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
の
開
業
に
向
け
て
、
第
５

次
総
合
計
画
・
基
本
構
想
の
土
地
利
用
区
分

に
基
づ
き
、
工
業
系
エ
リ
ア
や
「
み
ど
り
共

生
産
業
ゾ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
開
発
誘
導
を

図
り
な
が
ら
、
企
業
の
誘
致
・
留
置
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
企
業
誘
致
に
あ

た
っ
て
は
、
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
い
、

優
良
企
業
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。
農
業
振

興
と
し
て
は
、
都
市
近
郊
農
業
と
し
て
の
利

点
を
活
か
し
、
加
工
品
の
研
究
開
発
の
み
な

ら
ず
、
教
育
、
自
然
環
境
、
観
光
産
業
な
ど
、

幅
広
い
分
野
と
地
域
農
業
を
組
み
合
わ
せ
た

「
６
次
産
業
＋
（
プ
ラ
ス
）」
を
実
施
し
、
地

域
農
業
の
振
興
と
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

を
図
り
ま
す
。

昨
年
度
実
施
し
た

「
み
よ
し
野
菜
６

次
産
業
創
業
塾
」

で
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
み

よ
し
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
研
究
会
に
よ
る

「
み
よ
し
野
菜
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

事
業
や
、
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
、引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

三
芳
町
の
農
業
は
専
業
農
家
率
、
後
継
者
率

と
も
に
埼
玉
県
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、
将

来
を
見
据
え
た
場
合
、
高
齢
化
・
労
働
力
不

足
・
後
継
者
難
・
耕
作
面
積
の
維
持
困
難
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
都
市
農
業

の
新
規
就
農
者
を
育
成
す
る
た
め
、
今
年
度

は
、
町
と
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
い

る
ま
野
で
運
営
す
る
「
い
る
ま
地
域
明
日
の

農
業
担
い
手
育
成
塾
」
を
開
催
し
、
新
規
就

農
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。当

町
で
は
地
域
特

性
を
考
慮
し
た
担

い
手
の
状
況
、
農

地
利
用
集
積
の
方
向
性
や
地
域
農
業
の
活
性

化
方
策
等
を
定
め
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
北
永
井
地
区
、
上
富
地
区
で
策
定
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
藤
久
保
、
竹
間
沢
地
域
で
も

策
定
し
、
農
業
改
善
を
目
的
と
し
た
機
械
・

施
設
等
の
整
備
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
効

率
的
・
安
定
的
な
農
産
物
の
生
産
を
促
進
し

ま
す
。

地
球
温
暖
化
、
資

源
の
枯
渇
、
生
物

多
様
性
の
減
少
な

ど
、
人
類
の
生
存
基
盤
に
関
わ
る
環
境
問
題

は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
自
然

の
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
や
、循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
な
ど
、

快
適
で
持
続
可
能
な
環
境
基
盤
の
整
備
が
求

め
ら
れ
、
当
町
で
は
小
学
校
や
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
の
設
置
や
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
設
置
者
へ
の
補
助
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
「
創
エ

ネ
」、「
省
エ
ネ
」
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
の
研
究
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
と
区
長
会
が
主

体
と
な
り
、
多
く

の
住
民
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
実
施
し
、
環
境
美
化
活
動
を
通

じ
て
環
境
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
住
民
協
力
に
よ
る
「
町
を

き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
、「（
仮
称
）
三
芳
町
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
じ
み
野

市
と
共
同
で
建
設
を
進
め
て
い
る
広
域
ご
み

処
理
施
設
、
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
10
月
末
の

完
成
を
め
ざ
し
て
、
引
き
続
き
建
設
工
事
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
、
下
水
道

使
用
料
の
改
定
を

行
い
ま
し
た
。
今

後
も
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
下
水
道
管
路
の
耐
震
化
対
策
と
し
て
、

今
年
度
は
地
震
時
の
振
動
や
不
同
沈
下
に
対

応
す
る
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
公
共
下

水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用
に
つ
い

て
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
適
用
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

上
富
地
区
の
配
水

管
布
設
工
事
を
引

き
続
き
実
施
し
、

竹
間
沢
東
地
区
の
配
水
管
布
設
替
工
事
も
、

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
浄
水
場
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
浄
水
場
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
28
年
度
・
平
成
29
年
度
の

２
か
年
事
業
に
よ
り
、
中
央
監
視
設
備
更
新

工
事
を
行
い
ま
す
。

緑
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち

観
光
と
地
域

ブ
ラ
ン
ド

町
の
資
源
を

町
の
宝
に

ふ
る
さ
と納

税

多
様
な
広
報

広
報
大
使

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

世
界
に

ア
ピ
ー
ル

約
３
２
０
年
前
に

開
拓
さ
れ
た
三
富

新
田
。
三
芳
町
に

は
、
美
し
い
平
地
林
と
田
園
風
景
が
継
承
さ

れ
、
東
京
か
ら
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ

り
な
が
ら
、
農
業
に
ま
つ
わ
る
文
化
や
伝
統

農
法
、
こ
れ
ら
に
よ
り
維
持
さ
れ
る
生
物
多

様
性
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
落
ち
葉
堆
肥
に

よ
る
循
環
型
農
法
は
、
持
続
可
能
な
農
業
、

生
物
多
様
性
な
ど
の
点
で
世
界
的
に
も
重
要

な
農
業
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
農
法
の
世
界

農
業
遺
産
認
定
を
め
ざ
し
、
三
富
地
域
で
の

合
意
形
成
を
図
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
講
演
会
な
ど
、
引
き
続
き
情
報
発
信
や
啓

発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
方
で
、
町
に
数

多
く
残
る
有
形
・

無
形
の
文
化
財

を
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
「
日
本
遺

産
」
と
し
て
登
録
し
、
地
域
の
誇
り
を
増
や

し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
、
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
遺
産

に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
か
ら
川
越
藩
ゆ
か

り
の
川
越
市
、
新
座
市
と
も
連
携
し
、
観
光

事
業
等
も
含
め
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、町
の
平
地
林
は
こ
れ
を
保
全
し
、

優
れ
た
自
然
環
境
を
後
世
に
残
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
度
、
藤
久
保

の
平
地
林
が
、
埼

玉
県
の
「
緑
の
ト

ラ
ス
ト
保
全
第
14
号
地
」
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
用
地
取
得
に
向
け
て
用
地

交
渉
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
負
担

分
の
財
源
確
保
を
図
る
た
め
、
ト
ラ
ス
ト
保

全
地
の
た
め
の
寄
附
募
集
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
町
に
あ
る
様
々
な
資
源
を
「
町
の
宝
」

と
し
て
掘
り
起
こ
し
、
観
光
の
視
点
か
ら
地

域
を
活
性
化
さ
せ
、都
市
と
の
交
流
を
図
り
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
推
進

し
ま
す
。

新
た
な
歳
入
確
保

の
手
段
や
地
域
産

業
の
活
性
化
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
10
月
末
か
ら
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

27
年
中
は
四
百
万
円
を
超
え
る
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
寄
附
は
基
金
と
し
て
積
み
立

て
、各
分
野
の
施
策
の
充
実
に
活
用
し
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
謝
礼
品
を
拡
充
予
定
。
町

外
、
県
外
の
方
に
も
三
芳
町
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
き
、よ
り
多
く
の
寄
附
に
つ
な
げ
、

歳
入
確
保
と
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

三
芳
町
の
地
域
イ

メ
ー
ジ
を
形
成

し
、
広
く
発
信
し

て
い
く
た
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
広
報
み
よ
し
は
、
昨
年
度
、
全
国
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
と
い
う

栄
誉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
世
代
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ｉ
広
報
紙
」
は
ス
マ
ホ

世
代
に
も
気
軽
に
広
報
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け

る
も
の
で
、
今
年
度
も
継
続
し
て
運
用
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
障
が
い
者
の
た
め

の
「
声
の
広
報
」
と
「
点
字
広
報
」
も
引
き

続
き
実
施
し
、
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
隣
自
治
体

の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
ク
セ
ス
数
を

誇
り
、
町
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
正
確
な
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
町
外
の
方
々
に
は
三
芳
町

の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
大
使
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
吉
澤
ひ
と

み
さ
ん
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
へ
の
参
加

な
ど
、
今
年
度
も
引
き
続
き
三
芳
町
の
Ｐ
Ｒ

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
年
度
も
様
々
な
場
面
で
、
町
内
企
業
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

平成 28年度施政方針の全文は
町ウェブサイトからご覧いただけます。
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